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＜連絡事項＞
・明日7月26日のモーニングミーティングですが、適時調査の為行いません。
・7/30の看護グループ内研修「職員の負担の軽減及び処遇改善に関する体制計画」の開催場所が2階会議室に変更になっています。
・単独で外出へ行かれている患者様より、アイスを食べたいと希望あり、その日に食べる分1～2個だけ購入しても良い事を伝えていますので周知お願いします。

＜患者様連絡事項＞
・中村　豊様～昨日、転入となっています。ＳＳＴは5/21に導入指示あり、導入となっています。ＧＡＦについては、主治医へ確認していきます。病棟での洗濯代金についてはＳＷへ確認中です。
・小泉　喜作様～7/30（火）14：00退院予定となっており、入浴後の衣類の汚れものは業者洗濯には出さず、溜めて置き7/29（月）の入浴後に洗濯をして本人に返却していきます。明日、15：30～ケア会議が開催されます。
・高田　マキ様～父様迎えにて松尾歯科受診の為、外出しています。抜歯したとの事でガーゼで圧迫しています。疼痛時の鎮痛薬が3回分処方。明日の10時を予約してきたとの事。明日も父様が付き添ってくれると話しています。
・石井　幸子様～明日、ハロマンス（50）1Ａ　左臀部に筋注の指示あり、処方となっています。明日、14：00～ケア会議が開催されます。外泊より帰院されており、疲れたと言い臥床しています。危険物の持ち込みや服薬の飲み忘れはありません。
・西舘　力哉様～排便－3日目ですがＩＦオーダーがないため馬渡Ｄｒへ報告しています。本日は内服薬処方とならず、経過観察となっています。

＜要注目患者様＞
・原　吉郎様～日課やプログラム・ＯＴへは参加出来ており、表情穏やかに他病棟の患者
様とトランプをされています。食事は、朝食の摂取量が少ない事が続いて
います。朝食の摂取量が低下傾向にある為、食事変更検討を目的としてメ
イバランスの試飲を以前拒否されていた為、食事摂取を促していきましょ
う。
・倉橋　生子様～昨日は、買い物をするのを理由にＯＴ不参加となっており、入浴も拒否され夕食も拒否されています。夕食後薬は声掛けにて遅れて服薬しています。5：25「1時30分ごろ起きてから、寝苦しくて休めなっかた。」と
柔らかい口調で話しています。日中は、日課やプログラムへは支障なく参加されています。個室に移ってからは、「個室はいいよ。ただ夕べは眠れなくて…」と話し、同室者や退院した患者様の話をしています。表情は穏やかです。
・中村　豊様～昨日転入されています。夜間の睡眠も取れており、気分高揚さや妄想発言
は無く落ち着いて過ごされています。日課も周りを見ながら行えており、
プログラムやＯＴへも参加出来ています。
・内田　都影様～深夜帯7：30　ショーツ1枚を持ってきて来詰され、「N・Ｏ様の乾燥今終わって中を出したんだけど私のショーツ10枚位同じの持ってんだけど紺ばかり無くなるんだよ。今洗濯物の中に入ってた。名前もほら、内田って書いてあるんだけど・・・。」と話し、Ｎ・Ｏ様が昨日自分のショーツを履いていたと訴え聞かれています。切迫感はないが自分の名前と書き替えているようにも見えるが確信はなく、本人が一方的に持ち帰っています。8：30には、ペンを貸してほしいと来詰され、ペンを貸すのは良いが先程名前を確認しているため必要ないのではと説明。一方的に怒鳴り口調で話し、早口で聞き取れず、借りれないことに対して易怒性あり。自分を正当化しようしており、詰所内にいるスタッフの話を聞かずにいます。その後自室へ向かおうとしています。8：40来詰し、今朝のショーツを持参されている。他スタッフに「名前を書くからマジック貸して…」と言われています。しかし、ショーツには記名されており、マジックの必要がない事を説明するも納得せず、徐々に易怒性見られています。マジックを貸すと記名された上に重ねて記名しています。以後、易怒性治まらず、洗面所のゴミ箱を2回蹴とばし廊下に出してしまう事あり。自分は悪くないと涙声で訴えていたとの事。その後、徐々に落ち着きを取り戻されています。
＜安ヶ平Ｄｒケース検討・退院支援委員会＞
・三上　勇様～歩行器を忘れる事は少なくなってきてはいますが、つまずきが見られ、声

掛けしています。買い物に対する訴えはきかれていません。時間や日にちを間違える事は見られています。転倒のリスク高く、ADLの低下がないよう関りを続けていきます。

・中川原　義雄様～落ち着きのなさや気分の高さがやや見られ、話し掛けの多さもあります。定期薬セットを行っていますが、間違わずにセットする事ができています。金銭が合わなくなる事があり、部屋に置き忘れています。認知症検査実施し、軽度認知症の判定あり、セルフケアの能力維持できるように支援し自宅退院は困難の為、施設の入所を検討中です。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

・滝田　英人様～深夜帯05：11に起床され、ホールへ来られています。血圧の声掛けに返答なく、幻聴に左右され小声の独語聞かれています。日中は、独語は殆ど目立たず。家族（妹様）との近況での情報交換や面談の機会が取れるか、本人が入所できる施設の検討をしていきましょう。

・上村　みわ様～血圧は、131～173/70～90㎜Hgで特に問題なく経過しています。妄想に左右された言動は目立たず、プログラムへの取り組みも良好です。要介護1で入所できる施設を、御家族と話し合いながら検討していきます。
＜馬渡Ｄｒケース検討・診察・退院支援委員会＞
・原　吉郎様～調子については「良い感じです」と話しており、バイタルの異常はありません。幻聴の悪化はなく経過しており、明らかな妄想はありません。朝食の残食は続いていますが、睡眠はとれています。主治医は青山荘入所の意向ですが、過去には見学すらままならず、断念した経緯があります。クロザリル服用中でも入所可能な施設への退院も検討していきましょう。

・山下　拓也様～著変なし。幻聴体験の再燃はありません。買い物を気にすることはあるが、説明にはある程度納得できています。処方継続となっています。青山荘の体験を開始し、6月中は日中体験のみ実施しています。宿泊体験は部屋が空いていないので、いつになるかは未定で、あまり間が空く様であれば、日中の体験を1回行ってから宿泊体験をして頂くとの事です。家族との近況での情報交換や面談の機会が取れるか検討し、成年後見人制度を利用しており、生活や治療に関する事は必ず成年後見人に連絡をしていきます。

・佐々木　淳様～易怒性、不穏なく経過しています。歩行の不安定さが見られ、突進歩行も見られています。家族支援をしていきながら在宅での支援サービスの提示をし、本人への対応方法を伝え、不安解消を図っていきます。家族が退院に対し消極的であり、施設申込みは行えていません。障害区分が4で出たとの事。最近家族が相談に行かれたりしているか確認するも、特に相談はないとの事。家族より連絡や相談があった際には、病院にも連絡頂きたいことも伝えています。役所のサービスがどのように機能するのか確認したうえで、入所可能な施設に対し申込みできるように支援をすすめていきます。
＜皮膚科診察＞

・齊藤　光枝様～ナジフロクリーム　1本処方となっています。

・千葉　光広様～デルモゾールＤＰローション　1本処方となっています。

・原　吉郎様～デルモゾールＤＰ軟膏　1本処方となっています。

・三上　勇様～デルモゾールＤＰ軟膏　2本処方となっています。

・松谷　和也様～テルビナフィンクリーム　1本処方となっています。

・松永　勘五郎様～頚部、背部、左上腕の処置は終了となっています。
